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要旨 
 

災害，資源・エネルギー，気候変動，そして公衆衛⽣など，さまざまな社会的課題の解決
に資するために，異なる専⾨分野の研究者たちが協働で推進する学際研究が望まれている．
本研究の課題は，学際研究における異分野の研究者間のコミュニケーションがいかなるも
のであるのかを，研究活動の⼀環として作成された「コンセプト図」を通して明らかにする
ことである． 

科学における図像の機能は，古くから科学論において重要な議論の⼀つとされてきた．と
くに 1980 年代以降，ラボラトリー・スタディーズと呼ばれる⼈類学的研究では，視覚表象
は科学者の観察や実験の実践や過程としてみなされ，科学⾏為の連続性や科学の信憑性・説
明⼒を創造する基盤であると論じられている（Latour 1990）． 

しかし，これまでの科学論における図像の研究の多くは，確定された科学的事実として学
術論⽂に掲載される標本のスケッチ，写真，模式図といった観察可能なものを対象としてき
た．近年，アウトリーチ活動への社会的要請の⾼まりや，パソコンの普及により，研究者⾃
⾝が⼿軽に視覚的資料を作成するようになり，研究のビジュアル化が進むといった科学の
視覚表象を取り巻く環境の変化が起きている．そして，とくに複数の研究者による共同研究
では，研究の考え⽅あるいは達成すべきことといった，観察不可能なものも描かれるように
なった． 

こうした動向を踏まえ，本稿ではサイエンスコミュニケーションの実務を担う⽴場とし
て学際研究に参加した筆者の経験を，収集した質的データの分析により意味づけし，プロジ
ェクトの現場を内側から理解することを試みた． 

1章では，科学論における学際研究や超学際研究の位置づけと視覚表象研究の意義を検討
し，2 章では，科学の視覚表象実践を科学的知識の産出に結びつく⾏為として論じた概念
「インスクリプション」と，多様なアクターの協働により成り⽴つ科学の現場を分析するた
めの概念「バウンダリーオブジェクト」を⽰した．3 章では，分析の対象である学際的な共
同研究プロジェクトの概要，調査・分析の⽅法を述べた． 
4 章では，学際的な共同研究において図像が創出される場⾯と，異分野研究者間のコミュ

ニケーションによって修正される場⾯を分析した．その結果，(1) 研究のコンセプトを描く
図像は，図像全体に及ぶ⽀配的な図表現であるルールと，図像のなかに描かれた特定の細部
にのみ⽐喩として適⽤される個別的な図表現を含んでいること，(2) その⽀配的な図表現と
個別的な図表現は，描かれた図像に意味をもたせるものであり，可視化のプロセスはそれら
が表す意味の理解や調整であること，また，(3) それらの図表現によってもたらされる意味
は，可視化のプロセスに関与しない⽴場にとって，図像を多義的にすることが⽰唆された．
続く 5 章では，可視化のプロセスにおける議論の対話を質的に分析することにより，研究
における図像を介した議論の特徴を整理した．その結果，図像を介した議論では，(4) 表象
と表象されたものの解釈をめぐる議論になりやすく，(5) 対話においても，図表現を⽐喩的
に⽤いることにより，図像が表象する論理の議論を⾏いやすいことが⾒出された． 
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終章では，分析結果の総合的な考察・結論として，学際的な共同研究プロジェクトにおけ
る，研究コンセプトの可視化のプロセスを分析することによって⾒出された知⾒を整理し
たうえで，図像がもつ「操作性」がコミュニケーションを促進させ，研究コンセプトの可視
化という図像を介した実践⾏為が，学際研究推進において，研究コンセプトの構築そのもの
に貢献していることを検討した．本研究から得られた知⾒は，協働でコンセプトの可視化を
⾏うことが，異分野の研究者間のコミュニケーションを促進する，学際研究の⼿法として重
要であるという⽰唆をもたらした．（1,543 字） 
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Alternative Inscription of Research 

 

 

 

著者が最初に観察・記録した研究コンセプトの可視化プロセス 

（2017 年 12 月 20 日〜2018 年 2 月 28 日） 

サニテーションを、人の排泄物を適切に処分する仕組みとしてではなく、価値を生みだすものとして理

解する。そうした「サニテーションプロジェクト」の基本的なコンセプトを、コンポストトイレによる肥

料作りを例に、トイレットペーパーのロール紙の上に描くことになった。著者がデザイン画を描き、プロ

ジェクトメンバーに校正を依頼したところ、サニテーションや価値連鎖の「イメージ」に関するさまざま

な意見が出され、最終デザインの入稿までに 10 版以上描き直した。 

図像のことになると紛糾しやすい。これは「サニテーションプロジェクト」の初年度にこのトイレット

ペーパーを製作したときの、著者の率直な感想であり、研究の始まりでもある。可視化のプロセスを記

録・観察することは、実務者としてより「よい」貢献を目指す仕事であり、同時に可視化とは何かを問う

フィールドワークでもあった。 

 
Alternative Inscription of Research (AIR: 研究の代替的銘刻)とは、科学技術コミュニケーション研究の科

学技術コミュニケーションとして自らの研究を論文以外の形式で記録・表現したものです。 
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